
















Monthly change of initial time of droning of Cryptotympanafacialis 
(Hemiptera, Cicadidae) in a day in the campus of the Seto Marine 
Biologicalしaboratory, Kyoto University at Shirahama Town, 
Wakayama Prefecture, Japan in 201ア
久保田
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だった（久保田， 2016）ので， これは今回と同じ月で， ほほ同時刻でもあった。 しかし 今回の遅
鳴きの最終日は10月13日で， その時刻は9時16分と1.5持間以上も早かった。 一日の内で11時代とい
う遅く鳴いた自がもう一日あり， 晴天の9月30日の11時間分であった。
8月22-31日の期間中の6自捕での鳴き始め時刻は6時12分 － 7時55分で， 9月10-26日の期間中の7
a 間 （上述の9月初日の11時18分［遅鳴き時刻の理由は不明〕を除く） では7時40分 － 8時37分と遅く
なった。 後者の期間中の7時代での鳴きは9月日日のみとなった。 なお， 台風18号の影響があった9
月17日（小雨日）と18日（晴天）は， それぞれ9ff寺17分と9時11分で， 上記の時間幅よりも少し遅い時
刻になって鳴いたが， これは日照と気温等の気象の影響であろう。
最終月の10月3-13日の期間中の6日間では， 8持10分 － 11時25分と時刻がかなりばらついた （8時
台が3日， 9時台l日， 10時台1日， 11時台1日）。 2016年の最終月の10月11-18日までの期間中の3日








セミ科） の一日の鳴き始め時刻の月変化（2016年） • KINOKUNI, (90) : 22-23. 
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和歌山県産の媛小なクマゼミ（半麹目， セミ科）
Dwarf Cηptotympanafacialis (Hemiptera, Cicadidae) in 
Wakayama Prefecture, Japan 
久保田 信
体長が通常6 7 cmで、 日本産のセミ類では最大級であるクマゼ
















長44 mm，最大体幅21 mmで、あったので（久保田， 2013）， 本体はこれらよりもはるかに小さい。
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